
京都府山岳連盟の歩み（沿革）

1947年 今西錦司・森本次男・西岡一雄の諸氏により、前身の「京都山岳協会」設立

1948年 「京都府山岳連盟」と改称、初代会長に今西錦司就任
（北山会・京都山岳会・芦火山岳会・日本アルコウ会・京都趣味登山会・関西配電山岳部・讃嶺岳会の７
団体で発足、連盟規約制定）

1949年 京都府体育協会に加盟、加盟団体15になる
戦後初の海外登山・屋久島遠征（今西錦司・梅棹忠夫・西岡一雄）

1950年 ＊アンナプルナ初登頂（人類初の8000m峰、仏）
1951年 各高校別の加盟を「高体連登山部」として一括加盟
1953年 比良望武小屋が連盟所有となる

全日本山岳連盟（全岳連）設立、近畿２府４県で関西地区山岳連盟結成
1955年 比良望武小屋大改修、年会費500円
1956年 連盟救難対策委員会発足

＊マナスル初登頂（日）
1957年 年刊誌『京岳連』創刊
1958年 創立10周年、加盟団体25

＊マナスル後の登山ブーム、登山人口急増

1960年 連盟指導員制度発足
＊全日本山岳連盟を解散、日本山岳協会設立

1962年 中体連ワンダーフォーゲル部28校加盟
1963年 連盟海外登山委員会結成
1965年 京都府山岳連盟登山隊「ディラン峰」試登
1966年 北山・直谷の山小屋「麗山荘」に森本次男氏レリーフ建立
1967年 指導・遭難対策・自然保護各委員会規定制定

＊文部省登山研修所開所

1968年 大原・金比羅山が入山禁止となり、連盟でゴミパトロール開始
第一回京都府下美化清掃登山実施、創立20周年、加盟団体37
機関誌『京都岳連』に改称

1969年 岳連ルーム開設（壬生）
1970年 同志社大学山岳会ダウラギリ第二登

＊日本人初エベレスト登頂（植村直己・松浦輝夫）
1972年 今西錦司顧問が文化功労賞受賞
1978年 創立30周年、加盟団体53

京都府山岳連盟登山隊「ダウラギリ２峰」試登
1979年 30周年記念誌『京都北山からヒマラヤへ』刊行
1980年 中国登山協会第一次訪日代表団歓迎会（喬加欽主席・史占春副主席・王富洲秘書長）
1986年 京都府・中国陜西省友好府省締結三周年記念日中合同登山隊「太白山」登頂
1988年 第43回京都国体開催（天皇杯優勝、皇后杯優勝）

創立40周年、加盟団体56
1989年 日本コングール登山隊、北稜から全員登頂
1990年 ＊日本山岳協会、日体協公認スポーツ指導者要請団体に認定

1991年 京大梅里雪山登山隊、日中17名全員遭難死亡
京都一周トレイル特別委員会設置
府体協から指導員養成事業受託、C級指導員養成事業開始

1992年 連盟加盟団体、最高の59団体となる
1993年 京都一周トレイル委員会発足

＊平安建都1200年

1996年 連盟事務所・府スポーツセンター（京都テルサ）へ移転
優秀指導者・優秀競技団体府体協会長表彰受賞

1997年 第41回全国高校総体・登山大会開催

＊山岳界の動向ほか



京都府山岳連盟の歩み（沿革） 1998 ～

1998年 創立50周年、加盟団体52
京都府山岳連盟登山隊「拉布吉康山群7100m峰」試登

1999年 近畿地区岳連・自然保護連絡協議会主管
中国登山協会・曾曙生主席歓迎会
平成11年度日山協・海外遭対研兼国際部委員総会主管
大原・江文神社の駐車問題が発生
京都SKY大学スポーツコース講座事業受託

2000年 西蔵登山協会・西珠朗副主席歓迎会
小谷隆一会長京都府スポーツ賞特別栄誉賞受賞

2001年 ネパール王国皇太子入洛歓迎会
中国登山協会元老李致新団長歓迎会
森本次男氏レリーフ、花脊に再建

2002年 中国登山協会・欒開封副主席歓迎会
京都府山岳連盟京都府体育協会会長表彰優秀競技団体
国際山岳年協賛「京都一周トレイルを歩こう会」開催市民127名参加

2003年 京都府山岳連盟（社）日本山岳協会特別表彰（国体15年連続入賞）
京都府山岳連盟京都府スポーツ賞受賞特別栄誉賞（国体15年連続入賞）
京都府山岳連盟京都府体育協会会長表彰三色旗特別賞
京都府山岳連盟京都府体育協会会長表彰優秀競技団体賞

2004年 西蔵登山協会・群増主席歓迎会、日山協・競技部審判員研修会主管
第59回国体近畿ブロック大会主管

2005年 第１回京都府山岳連盟新年交流会
清水朝一会長京都府スポーツ賞受賞
京都一周トレイル「西山コースを歩く」開設記念イベント実施
日山協・遭対委員研修会兼委員総会主管
指導委員会・軽登山スクール開講
京都府岳連ホームページ開設
第１回京都みらいカップ開催

2006年 清水朝一会長急逝、粟飯原副会長前会長残余任期会長就任
小谷一名誉会長逝去
日山協・平成18年度登攀技術に関する指導員の教育と研修、主任検定員養成講習会開催（金比羅山）
京都府知事へスポーツクライミング施設整備要望書提出、クライミング施設要望募金

2007年 京都府議会議長へスポーツクライミング施設整備要望書と12482名分署名簿提出
粟飯原一成会長就任
宮村末初連盟顧問逝去
京都一周トレイル利用者状況一斉調査実施（８箇所）
岳連ルーム（壬生）解体、廃止
サンケイ旅行会から京都一周トレイルツアー案内指導受託

2008年 久我良房元京都府山岳連盟会長逝去
京都府山岳連盟創立60年加盟団体43記念式典（11月９日）
京都一周トレイル京北町コース調査

2009年 親子体験クライミングの取組み開始
ユースクライミングスクール（やまびこクラブ）開校
林辰夫会長就任
ヒマラヤングリーンクラブ遠藤京子氏第１回山岳グランプリ受賞

2011年 パーソナル事業開始
東日本大震災復興支援イベント「チャレンジウォーク京都一週トレイル」開催（745名参加）
粟飯原一成氏名誉会長に就任（日山協顧問に就任）、平林氏顧問に就任
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2012年 四方宗和氏が会長に就任
安全登山学校開校
視覚障害者全国交流登山京都大会（比叡山、300名、岳連より25名支援）
府民総合体育大会・大江山集中登山（10月28日）153名参加（役員・スタッフ含む）
林辰夫氏顧問に就任、深見良治・大西康郎・大西外茂治氏参与に就任

2013年 登山学校・基本コース開校
広報紙『きょうの山なび』（年４回、各700部）発行開始
「ぐるっと京都トレイル」西山大会・東山大会・比叡山大会を開催

2014年 登山学校・基本コース継続（50名参加）
「ぐるっと京都トレイル」継続開催
東日本大震災復興支援栗駒山・安達太良山登山催行（34名参加）
京都一周トレイルに伏見・深草ルートを追加開設

2016年 登山学校・基本コース（継続）８０人登録
「ぐるっと京都トレイル」（継続）
第３回ＳＴＡ由良川・大江山大会開催（協力）
山の日記念登山（大江山）
スポーツクライミングがオリンピック種目に決定

2015年 登山学校・基本コース　継続（６５名参加）
「ぐるっと京都トレイル」継続
登山教室・中丹地区開催
第２回トレッキングフェスタ（京都）開催（１６０名参加）
京都一周トレイル動態調査実施（秋季）
第１回ＳＴＳ由良川、大江山大会開催（協力）
２７年度中高年安全登山指導者講習会（西部地区）開催
宮永幸男氏顧問に就任

2018年 登山学校・基本コース（継続）８０人登録
「ぐるっと京都トレイル」（継続）・・・・毎回２５０～３００人エントリー
第５７回全日本登山大会・京都大会開催（６月、初日開会イベント ８３０人、２日目 ７００名参加）

2017年 登山学校・基本コース（継続）８０人登録
「ぐるっと京都トレイル」（継続）
日本山岳協会が名称変更　　（公社）日本山岳・スポーツクライミング協会

2019年 登山学校・基本コース（継続）８０人登録
「ぐるっと京都トレイル」（継続）・・・・毎回２５０～３００人エントリー
湯浅誠二氏が会長に就任

2020年 6月　一般社団法人設立
「一般社団法人 京都府山岳連盟」となる
代表理事：湯浅誠二　役員：坂元滋幸 木澤正人 加藤宗利　監事：四方宗和 廣澤誠吉


